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同窓会アンケートの結果について
研究室から／英米言語文化　准教授　結城史郎

研究室から／国際文化論　教授　齊藤大紀

卒業生就職状況
第 ６ 回 　人文学部の歩み　入江幸二

令和２年度卒業式挙行、新刊案内

令和３年度総会、第８回人文の集い案内

　２０２０年５月にかねて懸案であった同窓会活動についてア

ンケートを実施いたしました。

　同窓会会員中、転居などのための住所不明者や物故者以

外の方６,７５９名の方にアンケートを発送し、２３０名の方から

回答をいただきました。同窓会という緩やかな組織ですが

多くの方にご回答をいただいたことに感謝申し上げます。

　昨年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の状況を踏ま

え、「総会」及び「人文の集い」は中止といたしました。

このアンケートはそれに代わる事業として実施したもので

す。この結果を今後の同窓会活動に役立てていきたいと考

えています。

　今後とも皆様のご協力ご支援をお願い申し上げます。

男性
73人（31.7%）

女性
137人（59.6%）

無回答
18人

（7.8%）

答えたくない
2人（0.9%）

県内
77人（33.5%）

県外
111人（48.3%）

無回答
42人（18.3%）

答えたくない
3人（1.3%）

無回答
14人（6.1%） 20代

17人
（7.4%） 30代

23人（10.0%）

40代
32人（13.9%）

50代
52人（22.6%）

60代
52人（22.6%）

70代以上
37人（16.1%）

同 窓 会 活 動 に関する

アンケートを
実施しました！
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同
窓
会
活
動
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

《
調
査
手
法
》

実
施
期
間

二
〇
二
〇
年
六
月
～
八
月

対
　
象

富
山
大
学
人
文
学
部
同
窓
会
会
員

六
七
五
九
名
（
九
二
八
六
名
中
）

方
　
法

会
報
『
人
文
』
四
二
号
郵
送
時

に
質
問
票
を
同
封
し
ハ
ガ
キ
に

て
回
答
を
得
ま
し
た
。

回
答
数　
二
三
〇
名　

《
回
答
者
属
性
》

　
性
別
、
年
代
別
、
居
住
地
別
属
性

は
表
紙
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
性
別
は
女
性
の
会
員
数
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
女
性
回
答
者
数
が
男
性

の
二
倍
近
く
で
し
た
。

　
年
代
は
二
十
代
か
ら
七
十
代
以
上

の
回
答
が
あ
り
、
五
十
代
・
六
十
代

の
方
が
約
半
数
を
占
め
ま
し
た
。

　
地
域
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
も
回
答
が
あ
り
、
県

外
の
方
が
約
半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
と
回
答
し
た
方
は
三
割
で
、
無

回
答
の
方
が
二
割
近
く
お
ら
れ
ま
し

た
。

問
二
　
同
窓
会
へ
期
待
す
る
活
動�

�

（
複
数
回
答
）

　
卒
業
生
の
交
流
の
場
の
設
定
が
半

数
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
恩
師
と
の

交
流
の
場
の
設
定
な
ど
の
期
待
も
高

く
現
れ
ま
し
た
。

　
同
窓
会
で
は
「
総
会
」
や
「
人
文

の
集
い
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

交
流
に
対
す
る
期
待
が
高
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　
「
校
舎
の
建
て
替
え
等
が
あ
れ

ば
、
取
り
壊
し
前
に
校
舎
や
研
究
室

に
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
う
れ

し
い
」
や
「
各
都
道
府
県
で
の
交
流

会
開
催
」
や
「
県
外
の
卒
業
生
が
集

う
場・
支
部
を
作
っ
て
ほ
し
い
。（
常

時
）」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
在
校
生
へ
の
支
援
や
寄
付
に
つ
い

て
も
約
四
割
の
方
が
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
困
窮
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
後
輩
の
こ
と
を
考
え
て

何
か
支
援
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
取
り
組
み
感
謝
い

た
し
ま
す
。」
と
い
う
お
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　
大
学
が
実
施
す
る
「
就
学
支
援
基

金
寄
附
」
の
案
内
文
書
を
、『
人
文
』

四
二
号
に
同
封
し
た
こ
と
へ
の
ご
意

見
と
思
わ
れ
ま
す
。
寄
付
さ
れ
た
方

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
記
）

《
回
答
の
詳
細
》

二
〇
二
〇
年
「
総
会
」「
人
文
の
集

い
」
の
中
止
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
ず
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　
「
同
意
す
る
」「
や
む
を
得
な
い
」

が
九
七
・
三
％
を
占
め
ま
し
た
。

問
一
　
同
窓
会
の
活
動
を
知
っ
て

い
る
か
（
複
数
回
答
）

　
会
報
『
人
文
』
の
発
行
に
つ
い
て

は
九
五
・
六
％
で
ほ
と
ん
ど
の
方
が

知
っ
て
い
ま
す
。
各
会
員
に
送
付
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
認
知
度
は
大

変
高
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
総
会
・
講
演
会
・
人
文
の
集
い
に

つ
い
て
は
ど
ち
ら
も
七
割
前
後
の
方

が
知
っ
て
い
ま
す
。
会
報
『
人
文
』

で
の
案
内
の
ほ
か
、
回
答
ハ
ガ
キ
を

同
封
し
て
い
る
た
め
認
知
度
は
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
つ
い
て

の
認
知
度
は
二
割
程
度
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　
事
務
局
の
運
営
に
つ
い
て
は
約
半

数
の
人
が
知
っ
て
い
ま
し
た
。　

�
�

（
事
務
局
記
）

0 50 100 150 200 250

会報人文の発行
95.6%

総会・講演会
74.3%

人文の集い
64.3%

卒業祝賀会
34.3%

事務局の運営
52.1%

ホームページの運営
20.4%

いずれも知らない
0.1%

15

11

10

11

2 2

11

5

7 9 13 38 31 15 5

12 12 11 3

8 10 17 14 13
1
5

11 16 40 37 27 7

14 18 44 46 29 9

22 30 52 51 35
2
13

2
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各
都
道
府
県
で
の
交
流
会
開
催

�

（
女
性
、
五
〇
代
、
神
奈
川
県
）

同
窓
会
費
が
郵
便
局
へ
行
か
な
い
と

払
え
な
い
の
は
不
便
。
ク
レ
ジ
ッ
ト

利
用
や
ネ
ッ
ト
支
払
い
が
で
き
る
と

払
う
方
も
払
い
や
す
い
で
す
。
今
後

ご
一
考
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
及
び
カ
ー
ド
会
社
へ
の
手

数
料
支
払
い
な
ど
課
題
が
多
く
、
今

後
検
討
し
ま
す
。（
事
務
局
記
）

�

（
女
性
、
五
〇
代
、
県
内
）

年
齢
的
に
ほ
と
ん
ど
参
加
不
可
能
に

な
り
ま
し
た
が
、
会
報
は
読
ん
で
い

ま
す
。

�

（
女
性
、
七
〇
代
以
上
、
愛
知
県
）

学
部
内
で
も
各
専
攻
に
よ
り
分
か
れ

て
し
ま
う
の
で
難
し
い
テ
ー
マ
で
す
。

�（
男
性
、
七
〇
代
以
上
、
神
奈
川
県
）

現
在
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
性
」

名
古
屋
大
学
出
版
会
の
姉
妹
編
「
ナ

ポ
レ
オ
ン
帝
国
と
公
共
性
」
を
私
の

編
集
下
に
執
筆
中
で
す
。
出
版
の
暁

に
１
冊
寄
贈
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

講
演
に
も
名
乗
り
を
上
げ
て
も
よ
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
男
性
、
七
〇
代
以
上
、
広
島
県
）

旧
制
富
山
高
校
の
資
料
も
保
存
管

理
・
公
開
（
展
示
会
な
ど
）
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
大
学
の
所
管
で

す
。
附
属
図
書
館
で
の
展
示
も
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
事
務
局
記
）

�

（
女
性
、
六
〇
代
、
無
回
答
）

0 20 40 60 80 100 120

卒業生交流の場の設定
52.1%

恩師との交流の場の設定
38.2%

在学生の支援・寄付等
39.5%

その他
7.8%

9 13 15 32 25 21 5

10 7 12 21 18 14 6

7 9 16 19 19 15 5

8 6
11

1

11

　

日
頃
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
案
内
の
通
り
令
和
二
年
度
総

会
及
び
「
第
九
回
人
文
の
集
い
」

は
中
止
の
や
む
な
き
に
至
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
意
見

の
あ
る
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
以
下
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
会
報
や
同
窓
会
の
活
動
に
つ

い
て
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
要

望
等
を
お
聞
き
し
、
今
後
の
同
窓

会
活
動
に
反
映
し
て
い
く
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
一
、
同
窓
会
で
は
、
下
記
の
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ご
存
知

の
活
動
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

ア
、
会
報『
人
文
』の
発
行（
五
月
）

イ
、
同
窓
会
総
会
・
講
演
会
の
開

催（
七
月
）

ウ
、
人
文
の
集
い
の
開
催（
一
〇
月
）

エ
、
卒
業
祝
賀
会
の
開
催（
三
月
）

オ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

　
　
（
活
動
の
告
知
、
報
告
等
）

カ
、
同
窓
会
事
務
局
の
運
営

　
　
（
同
窓
生
情
報
の
管
理
等
）

キ
、
い
ず
れ
も
知
ら
な
い

問
二
、
同
窓
会
へ
期
待
す
る
活
動

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

ア
、
卒
業
生
交
流
の
場
の
設
定

イ
、
恩
師
と
の
交
流
の
場
の
設
定

ウ
、
在
学
生
の
支
援
活
動
、
寄
付

等

エ
、
そ
の
他
、
ご
希
望
や
ご
提
案

が
あ
れ
ば
自
由
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

問
三
、
会
報
『
人
文
』
は
読
み
ま

す
か
？

ア
、
毎
号
読
む　
　

イ
、
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
け
読

む

ウ
、
読
ま
な
い

問
四
、
会
報
『
人
文
』
に
載
せ
て

ほ
し
い
内
容
は
？

ア
、
富
山
大
学
や
人
文
学
部
の
現

況

イ
、
同
窓
生
の
活
躍
や
消
息

ウ
、
Ｏ
Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
会
、
同
期
会
等

の
情
報

エ
、
卒
業
生
就
職
状
況

オ
、
そ
の
他

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
情
報
は
同

窓
会
活
動
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
に

の
み
使
用
い
た
し
ま
す
。

　
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て
二
〇
二
〇

年
八
月
末
ま
で
に
ご
回
答
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
と
ご
要
望（
抜
粋
）

ア
ン
ケ
ー
ト
本
文
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問
四
　
会
報
『
人
文
』
に
載
せ
て

ほ
し
い
内
容
（
複
数
回
答
）

　
富
山
大
学
や
人
文
学
部
の
現
況
が

最
も
多
く
、
同
窓
生
の
活
躍
が
こ
れ

に
次
い
で
い
ま
す

　
「
簡
単
で
い
い
の
で
各
コ
ー
ス
の

様
子
を
毎
号
知
り
た
い
。
大
学
周
辺

の
様
子
、
移
り
変
わ
り
な
ど
も
」

「
富
山
大
学
を
選
ん
だ
理
由
」
あ
る

い
は
「
学
生
の
出
身
地
や
出
身
高
校

を
し
り
た
い
」
な
ど
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
会
報
『
人
文
』「
人
文
学
部
の
歩

み
」（
入
江
幸
二
氏
執
筆
）、
昭
和
四

〇
年
代
末
～
五
〇
年
代
半
ば
の
頃
が

記
事
に
な
る
の
を
期
待
し
て
い
ま

す
。」
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
同
期
会
情
報
や
卒
業
生
の
就
職
状

況
に
つ
い
て
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
就
職
状
況
に
つ
い
て
は
富
山
大
学

人
文
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
許
可
を
得
て
同

窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
転
載
し
ま
し

た
。
ま
た
、
人
文
学
部
の
紹
介
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
『
学
部
案
内
２
０
２
１
』

掲
載
の
就
職
状
況
を
六
ペ
ー
ジ
に
載

せ
ま
し
た
。
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
『
人
文
』
に
掲
載
し
て
い
き
ま

す
。�

（
事
務
局
記
）

問
三
　
会
報
『
人
文
』」
を
読
ん

で
い
る
か
。

・「
毎
号
読
む
」
と
「
興
味
の
あ
る

と
こ
ろ
だ
け
読
む
」
で
九
五
％
に
達

し
て
い
ま
す

　
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
、
お
変
わ
り
な

く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
富
山
大
学
に
着
任
し
た
の
は
五

年
前
、
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
た
年
で

し
た
。「
開
通
は
き
み
の
た
め
」
と
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
住
む
友
人
か
ら
嬉
し
い

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
前
後
し
て
鈴
木
孝

志
教
授
、
草
薙
太
郎
教

授
が
退
職
な
さ
っ
た
の

は
残
念
で
し
た
。

　

こ
の
五
年
の
間
、

〝
大
学
の
壁
〟
の
中

で
、
そ
し
て
研
究
室
で

多
く
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
海
外
の
大
学

と
の
協
定
の
こ
と
、
学

生
相
談
室
の
委
員
の
こ

と
、
市
内
の
高
校
で
の
模
擬
授
業
な
ど

が
あ
り
大
変
で
し
た
。
そ
れ
で
も
色
々

と
学
べ
ま
し
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
者
も
多

く
、
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。
富
山
大

学
に
は
ヘ
ル
ン
文
庫
が
所
蔵
さ
れ
、そ

の
研
究
会
に
も
参
加
し
、学
外
の
研
究

者
と
の
交
流
も
あ
り
ま
し
た
。

　
心
地
よ
い
空
間
の
研
究
室
に
も
大
満

足
で
す
。
本
業
で
あ
る
講
義
や
研
究
の

た
め
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
利
用
し
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
英
米
言
語
文
化
コ
ー

ス
と
い
う
、
刺
激
的
な
学
科
の
一
員
で

あ
る
こ
と
も
幸
い
で
す
。
コ
ー
ス
所
属

教
員
は
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
系
で
は
恒
川

正
巳
先
生
と
わ
た
し
の
二
名
、
ア
メ
リ

カ
文
学
系
で
は
藤
田
秀
樹
教
授
が
今
年

度
退
職
さ
れ
、
大
工
原
ち
な
み
先
生
、

赤
尾
千
波
先
生
、
そ
し
て
新
採
用
の
先

生
の
三
名
、
言
語
系
で
は
藤
川
勝
也
先

生
が
言
語
学
コ
ー
ス
に
移
籍
す
る
た

め
、
奥
村
譲
先
生
一
名

で
、
総
計
六
名
と
な
り

ま
し
た
。
少
な
い
メ
ン

バ
ー
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
幅
広
い
視
野
で
講
義

を
な
さ
れ
て
お
り
、
敬

服
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
は
シ
ラ
バ
ス
も
精

緻
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
学
習
目
標
や
達
成

目
標
の
指
標
が
示
さ

れ
、
学
生
た
ち
の
学
習
意
欲
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
前
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
後
期
は
教

室
で
の
授
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
生

の
意
識
の
高
ま
り
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
の

み
な
さ
ま
の
ご
発
展
と
ご
健
康
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
英
米
言
語
文
化
コ
ー
ス

准
教
授
　
結
城
　
史
郎

言
語
文
化
領
域

研
究
室か

ら

寄
稿
者
の
卒
業
年
を
記
入
し
て
ほ
し

い
。
〇
回
で
は
わ
か
り
に
く
い
。

今
号
よ
り
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
記
）

�

（
女
性
、
五
〇
代
、
岐
阜
県
）

富
山
大
学
を
選
ん
だ
理
由
等

�

（
女
性
、
四
〇
代
、
神
奈
川
県
）

国
内
海
外
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
の
記
事

は
刺
激
に
な
り
ま
す
。（
以
下
略
）

�

（
女
性
、
五
〇
代
、
県
内
）

連
絡
が
取
れ
な
い
人
も
い
る
の
で
、開

催
の
予
定
が
あ
る
場
合
は『
人
文
』に

載
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
連
絡
再
開

の
き
っ
か
け
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

計
画
が
あ
れ
ば
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

掲
載
い
た
し
ま
す
。（
事
務
局
記
）

�

（
女
性
、
五
〇
代
、
岐
阜
県
）

入
口
の
情
報
も
あ
れ
ば
と
思
う
。
ど

の
地
域
か
ら
の
入
学
生
が
い
る
か
、

富
山
県
ぐ
ら
い
な
ら
高
校
別
の
入
学

者
数
も
知
り
た
い
。

�
（
男
性
、
六
〇
代
、
県
内
）

昭
和
三
九
年
三
月
文
理
学
部
（
昭
和

三
五
～
三
六
ま
で
蓮
町
の
校
舎
で
勉

強
し
ま
し
た
。）
文
学
科
卒
業
生
は

五
〇
代
か
ら
毎
年
ク
ラ
ス
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
今
年
は
（
中
略
）
残
念

な
が
ら
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
中
止
に
な

り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
会
が
再
開
さ
れ
た
ら
、ご
寄
稿

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
事
務
局
記
）

�

（
女
性
、
七
〇
代
以
上
、
県
内
）

ご
意
見
と
ご
要
望（
抜
粋
）

0 30 60 90 120

毎号読む
52.6%

興味のある記事のみ
43.0%

読まない
2.1%

8 11 15 22 27 28 8

7 9 16 29 23 9 6

12 1 1

2
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卒
業
生
の
み
な
さ
ま
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
国
際
文
化
論
コ
ー
ス
は
、
平
成
九
年

の
発
足
以
来
、
小
澤
浩
先
生
、
神
徳
昭

甫
先
生
、
立
川
健
治
先
生
、
吉
田
俊
則

先
生
、
鈴
木
信
昭
先
生
、
末
岡
宏
先
生

が
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
若
尾

正
行
先
生
、
上
野
隆
三
先
生
、
藤
野
真

子
先
生
、
福
家
崇
洋
先
生
が
転
任
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
サ
ル
年
三
人
組
の

齊
藤
大
紀
、
青
木
恭

子
、
小
野
直
子
が
、
老

眼
鏡
を
か
け
な
が
ら

も
、
し
ぶ
と
く
教
鞭
を

と
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
卒
業
生
の

み
な
さ
ん
に
は
、
悲
し

い
お
知
ら
せ
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国

際
文
化
論
コ
ー
ス
は
、

平
成
三
十
一
年
度
の
入

学
生
を
受
け
入
れ
た

後
、
学
生
の
募
集
を
停
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
国
際
文
化
論
コ
ー
ス
で
は
、
日
本
近

代
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
柱
と
し
て
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。「
そ
う
だ
っ
た
、
江
戸
時
代
の
日

本
人
は
走
っ
て
カ
ー
ブ
を
曲
が
れ
な
か

っ
た
」、「
幸
せ
は
長
続
き
し
な
い
よ
」

な
ん
て
習
っ
た
っ
け
─
─
と
思
い
出
し

た
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
立
川
先
生
が
退
職
さ

れ
、
福
家
先
生
が
転
任
さ
れ
た
後
、
学

校
が
貧
乏
で
、
日
本
近
代
文
化
を
担
当

す
る
教
員
を
補
充
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
三
名
の
教
員

が
、
サ
ル
奮
迅
し
た
と
こ
ろ
で
、
学
生

に
満
足
し
て
も
ら
え
る
日
本
近
代
文

化
、
朝
鮮
文
化
の
授
業
を
提
供
で
き
な

い
だ
ろ
う
と
判
断
し
ま
し
た
。
私
た
ち

は
孫
悟
空
の
よ
う
に
千
変
万
化
と
い
う

わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
自

分
が
学
ん
だ
コ
ー
ス
が
な
く
な
る
と
い

う
の
は
、
さ
び
し
い
こ
と
で
す
。
冷
や

汗
を
か
き
な
が
ら
が
ん
ば
っ
た
授
業
の

発
表
、
球
技
大
会
で
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ

ー
、
夏
の
日
に
演
習
室
で
酒
を
飲
み
、

や
が
て
窓
外
の
図
書
館

の
灯
り
が
消
え
た
こ
と

…
…
す
べ
て
が
夢
幻
の

よ
う
に
思
え
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

い
、
本
当
に
も
う
し
わ

け
な
く
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
と
い

う
日
本
人
が
誰
も
戦
争

で
死
な
な
か
っ
た
誇
る

べ
き
時
代
に
、
優
秀
な

学
生
さ
ん
た
ち
と
と
も
に
、
異
文
化
交

流
と
い
う
観
点
か
ら
新
し
い
学
問
を
作

ろ
う
と
挑
戦
し
た
こ
と
は
、
や
は
り
胸

を
張
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
青
木
先
生
と
小
野
先
生
は
西
洋

史
、
齊
藤
は
中
国
言
語
文
化
の
担
当
と

な
り
ま
す
が
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
も
国
際
文
化
論
コ

ー
ス
の
教
員
で
す
。
ま
た
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
国
際
文
化
論
コ
ー
ス

教
授
　
齊
藤
　
大
紀

思
想・歴
史
文
化

研
究
室か

ら

0 50 100 150 200

富山大学や人文学部の現況
84.3%

同窓生の活躍や消息
70.0%

ＯＢ＆ＯＧ会、同期会情報
37.3%

卒業生就職状況
27.3%

その他
8.2%

15

6

3

20

16

6

26

21

2215

46 42 31 3 11

42 39 29 8

21 17

5 8 14 15 13 5

6 3 8
11

2 1

2

現
役
学
生
の
活
動
紹
介
な
ど

�

（
無
回
答
、
六
〇
代
、
県
内
）

同
窓
会
の
会
場
を
時
に
は
変
え
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。

�

（
男
性
、
七
〇
代
以
上
、
県
内
）

人
文
学
部
、
文
理
学
部
文
学
科
（
旧

学
部
）
と
現
状
と
の
構
成

�

（
男
性
、
七
〇
代
以
上
、
茨
城
県
）

知
人
で
あ
る
同
窓
生
の
名
前
、
意
見

等
『
人
文
』
に
出
て
い
る
と
楽
し
い
。

�

（
男
性
、
七
〇
代
以
上
、
埼
玉
県
）

恩
師（
平
田
純
先
生
）が
ご
逝
去
さ
れ
、

お
元
気
な
う
ち
に
も
う
一
度
お
会
い

し
た
か
っ
た
と
悔
や
ん
で
い
ま
す
。

�

（
女
性
、
五
〇
代
、
県
内
）

こ
の
他「
恩
師
の
現
況
」と
い
う
声
も

散
見
さ
れ
ま
し
た
。（
事
務
局
記
）

富
山
大
学
の
現
状
が
知
れ
て
い
つ
も

楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

�

（
男
性
、
三
〇
代
、
沖
縄
県
）

会
報
『
人
文
』
を
楽
し
く
読
ん
で
い

ま
す
。
発
行
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

�
（
女
性
、
四
〇
代
、
福
岡
県
）

大
変
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
ら
の
活
動

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

�

（
女
性
、
七
〇
代
以
上
、
愛
知
県
）

　
ご
意
見
ご
要
望
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
等
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
す

よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
同
窓
会
活
動
へ
の
励
ま
し
の
お
言

葉
も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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（令和元年度卒業生）

（令和元年度卒業生）

（平成27～30年度卒業生）

出典『学部案内 2021』（富山大学人文学部）
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人
文
学
部
の
あ
ゆ
み
第
六
回

―
近
年
の
受
賞
に
つ
い
て
―

富
山
大
学
准
教
授
　
入
　
江
　
幸
　
二

　

二
〇
〇
七
年
三
月
に
本
学
を
ご
退

職
さ
れ
た
人
文
学
部
名
誉
教
授
の
藤

本
幸
夫
先
生
が
、
さ
る
三
月
十
二

日
、
日
本
学
士
院
賞
な
ら
び
に
恩
賜

賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
先
生
は
長
年
に

わ
た
り
朝
鮮
語
・
朝
鮮
語
文
献
に
つ

い
て
研
究
し
て
お
ら
れ
、
す
で
に
韓

国
・
宝
冠
文
化
勲
章
を
は
じ
め
数
々

の
受
賞
歴
を
お
持
ち
で
あ
る
。
今
回

の
受
賞
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
の
人
文
学
部
で

は
教
員
の
受
賞
が
続
い
て
い
る
。
こ

こ
数
年
の
も
の
を
ざ
っ
と
挙
げ
る
だ

け
で
も
以
下
の
受
賞
が
あ
る
。

梅
澤
礼
准
教
授　
『
囚
人
と
狂
気
』

で
、
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
〔
思
想

歴
史
部
門
〕
と
、
渋
沢
・
ク
ロ
ー

デ
ル
賞
奨
励
賞
の
Ｗ
受
賞
（
二
〇

一
九
・
二
〇
年
）

中
島
淑
惠
教
授　

国
際
的
・
学
際

的
視
野
か
ら
ヘ
ル
ン
文
庫
を
活

用
・
研
究
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
翁
久
允
賞
を
受
賞
（
一
八

年
）

中
澤
敦
夫
名
誉
教
授　

ロ
シ
ア
文

化
遺
産
の
保
護
と
宣
伝
普
及
に
貢

献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ド
ミ
ー
ト

リ
イ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
賞
を
日
本
人

と
し
て
初
受
賞
（
一
八
年
）

澤
田
哲
生
准
教
授　

論
文
「
メ
ル

ロ=

ポ
ン
テ
ィ
と
ワ
ロ
ン
」
で
、

第
三
回
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
研

究
賞
を
受
賞
（
一
八
年
）

坪
見
博
之
准
教
授　

ワ
ー
キ
ン
グ

メ
モ
リ
に
関
す
る
研
究
で
、
第
三

五
回
と
や
ま
賞
を
受
賞
（
一
八

年
）

赤
尾
千
波
教
授　
『
ア
メ
リ
カ
映

　

二
〇
二
一
年
三
月
二
十
三
日
㈫
富

山
大
学
卒
業
式
が
十
分
な
感
染
対
策

を
取
り
つ
つ
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
学
部
の
学
位
授
与
式
が
富
山
市

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
午
後

二
時
十
五
分
よ
り
カ
ナ
ル
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
に
て
人
文
学
部
の
学
位
授
与
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
主
催
の
卒
業
祝
賀
会
は
昨

年
に
引
き
続
き
中
止
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
全
学
部
の
式
典
は
見
送
ら

れ
、
人
文
学
部
学
位
授
与
式
も
人
文

学
部
内
で
四
か
所
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
の
卒
業
生
は
一

堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き
、
厳
粛
な

　新　刊　案　内

『創造と継承が交わる地平　人々が紡ぐ小矢部（地域
社会の文化人類学的調査 ２９）』
　藤本武（教授）、野澤豊一（准教授）編
　富山大学人文学部文化人類学研究室　２０２０年 ２ 月刊
『小泉八雲の宗教観　仏教への道』
　曽我弘逸（昭和４３年哲学卒）著刊　２０２０年 ８ 月刊
『幼年期の現象学　ソルボンヌのメルロ＝ポンティ』
　澤田哲生（准教授）著　人文書院　２０２０年 ８ 月刊
『草莽の防人歌　万葉のわだつみの声をきく』
　山口博（富山大学名誉教授）著　海鳥社　２０２０年 ８ 月刊
『鷗外わが青春のドイツ』
　金子幸代（富山大学名誉教授）著　鷗出版　２０２０年１１月刊
『スペイン風邪の記憶　大流行の富山県』
　栗三直隆（昭和３５年史学卒）著　桂書房　２０２０年１２月刊
『人文知のカレイドスコープ　富山大学人文学部叢書Ⅳ』
　富山大学人文学部編　桂書房　２０２１年 ３ 月刊

人文学部ゆかりの方々の新刊を紹介します。

梅澤礼先生受賞記念展示（中央図書館）

中
に
も
祝
祭
感
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
卒
業
式
　
挙
行
さ
れ
る

　年会費納入状況をお知らせいたします。
　令和 ２年 ６月～令和 ３年 ３月まで、２３４名の方から
２３４，０００円の年会費を納入していただきました。ま
た１５名の方から終身会費１５０，０００円を納入していた
だきました。ご支援、ご協力に厚くお礼申し上げます。

年会費の報告

画
に
見
る
黒
人
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
』
で
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

富
山
・
女
性
賞
を
受
賞
（
一
五

年
）

　

遡
れ
ば
ま
だ
ま
だ
列
挙
で
き
る
で

あ
ろ
う
し
、
教
員
以
外
で
も
こ
の
三

月
に
大
学
院
を
修
了
し
た
グ
エ
ン
・

テ
ィ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
フ
エ
ン
さ
ん
が

漢
検
漢
字
文
化
奨
励
賞
優
秀
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

　

業
績
主
義
・
成
果
主
義
の
流
れ
は

人
文
学
に
も
及
ん
で
お
り
（『
人
文
』

第
二
九
号
、
二
頁
参
照
）、
年
々
そ

れ
は
強
く
な
っ
て
い
る
。
賞
そ
の
も

の
が
学
問
の
目
的
で
は
な
い
に
せ

よ
、
受
賞
と
い
う
広
く
分
か
り
や
す

い
評
価
軸
が
あ
る
こ
と
は
、
人
文
学

の
社
会
的
重
要
性
を
世
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
に
も
な
る
に
ち
が
い
な

い
。
た
だ
し
過
去
の
受
賞
に
つ
い
て

は
記
録
が
十
分
整
理
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
な
の
で
、
学
部
と
し
て
可
能
な

限
り
こ
れ
ま
で
の
受
賞
歴
を
作
成
す

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
窓
会
な
ら
び

に
関
係
者
の
方
か
ら
も
、
ご
存
知
の

こ
と
が
あ
れ
ば
ご
教
示
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
の
み
な
ら
ず
若
手

も
受
賞
が
続
い
て
お
り
、
学
部
の
将

来
は
十
分
に
明
る
い
と
感
じ
て
い
る
。
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令和 ３年度　総会のご案内
日時　令和 ３年 ７ 月 ３ 日㈯
　　　　総　会　午後 １時３０分～
　　　　講　演　午後 ２時４０分～
　　　　交流会　午後 ４時～（会費無料）
場所　とやま自遊館（富山市湊入船町９番１号　TEL０７６－４４４－２１００）

講演：「旧制富山高等学校と新制富山大学の発足をめぐって」
講師：富山大学理事・副学長　　磯部　祐子
　　　富山大学人文学部准教授　入江　幸二

　富山大学人文学部の前身である旧制富山高等高校は、１９２３（大正１２）年に開学されま
したが、１９２５（大正１４）年の蓮町における校舎完成を経て、１９２８（昭和 ３）年１０月に開
講式が挙行されました。その時の様子は漢文で記された「富山髙等學校開校記念碑」
（現在人文学部棟前に移設されている）に鮮やかに描かれています。まずは、碑文を読
み解きながら、開学の喜び、創設者の思い、時代の精神に思いを馳せたいと思います。
（磯部）
　１９４９（昭和２４）年に新制富山大学が発足して７０年余りとなりましたが、当初からキャ
ンパスの集中をめぐって議論があり、それは形を変えつつ現在にも影響しているといっ
てよいでしょう。次いで旧制富山高等学校をはじめとした前身校のあゆみと新制大学発
足前後の経緯を中心に、大学の歴史を振り返ってみたいと思います。（入江）

講　演　要　旨

第
八
回
人
文
の
集
い

文
化
人
類
学
コ
ー
ス

卒
業
生
の
み
な
様
へ

講
師
：
藤
本
信
介

　
　
　
（
比
較
社
会
平
成
１５
年
卒
）

期
日
：
十
月
二
十
三
日
㈯

　
　
　

午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

会
場
：
富
山
大
学
人
文
学
部
一
階

　
　
　

大
会
議
室

概
要
：
交
換
留
学
生
と
し
て
軽
い
気

持
ち
で
韓
国
に
渡
っ
た
の
が
二
〇

〇
一
年
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
韓
国

で
生
活
し
、
夢
に
ま
で
見
た
映
画

の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
は
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
。
人

生
の
半
分
！
を
過
ご
し
た
韓
国
生

活
の
魅
力
と
今
現
在
助
監
督
と
し

て
参
加
し
て
い
る
是
枝
裕
和
監
督

の
韓
国
映
画
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
（
仮

題
）」
の
現
場
の
話
を
中
心
に
韓

国
映
画
の
迫
力
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

終
了
後
十
一
時
五
十
分
よ
り
昼

食
会
を
開
き
ま
す
。
講
演
は
参
加

費
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
昼
食
会
は
会
費
二
千
円

（
学
生
五
百
円
）で
す
。
ど
ち
ら
か

一
方
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　「
総
会
」、「
人
文
の
集
い
」
と
も

予
定
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
同
窓
会
事
務
室
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。同
封
ハ
ガ
キ
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

人
文
学
部
教
員
異
動

　
　

 

（
令
和
三
年
三
月
）

○
末
岡
　
宏
（
国
際
文
化
論
）

○
鈴
木
信
昭
（
国
際
文
化
論
）

○
藤
田
秀
樹
（
ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
）

転
出
（
令
和
三
年
三
月
）

○
中
井
精
一
（
日
本
語
学
）

　
　
同
志
社
女
子
大
学
へ

退
職―訃 報―　謹んでご冥福をお祈り致します。

北
隅　

慧
水�

（
史
学　

昭
和
38
年
卒
）

　

令
和
元
年
6
月
6
日

竺　
　

覚
暁�

（
哲
学　

昭
和
44
年
卒
）

　

令
和
2
年
4
月
2０
日

辻
井　

京
子�（
英
米
文
学　

平
成
元
年
卒
）

　

平
成
27
年
8
月
１8
日

廣
島　

英
彌�（
英
文
学　

昭
和
32
年
卒
）

　

令
和
2
年
3
月
１5
日

古
澤
瑠
美
子�（
英
文
学　

昭
和
35
年
卒
）

　

平
成
2９
年
7
月

松
村　

清
文�（
国
文
及
び
中
文　

昭
和
28
年
卒
）

　

平
成
3０
年
１
月
22
日

山
川　
　

哲�

（
史
学　

昭
和
3１
年
卒
）

　

平
成
3１
年
１
月

山
本　

雅
紀�（
ド
イ
ツ
文
学　

昭
和
5０
年
卒
）

　

平
成
3０
年
１１
月
2９
日

　
　
同
窓
会
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ

ー
『
文
人
』
Ｎｏ
１
が
発
行
、掲
載
さ

れ
ま
し
た
。（
二
〇
二
〇
年
四
月
）

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

富
山
大
学
文
化
人
類
学
研
究
室

（https://w
w
w
.hm
t.u-toyam

a.
ac.jp/bunjin/

）

　
『
文
人
』
Ｎｏ
2
も
完
成
間
近
で

す
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
共
有

で
き
る
仲
間
を
、
ま
だ
ま
だ
募
集
中

で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
穴
場
理
（
八

二
年
卒
）

jinruitoyam
a@
gm
ail.com

　
も
し
く
は
、
檜
垣
ま
り
（
九
三
年

卒
）

hiari１4m
apenzi@

yahoo.co.jp

ま
で
。

●
編
集
委
員
●

田
中　

史
子　
　

谷
口　

恵
子

成
瀬
裕
美
子　
　

廣
瀨　

裕
一

山
田　

恵
美　
　

山
藤　
　

登

山
本　

孝
一　
　

村
本　

浩
子

●
●
●
●

お
知
ら
せ

定時のバス（グリーンスローモビリティブールバース）がご利用できます。

　
昨
年
の
春
以
来
、
日
本
中
を
震
撼
と

さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
話
題

は
、
今
も
連
日
の
よ
う
に
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
報
道
さ
れ
、
い
ま
だ
終
息
の
見
通

し
な
く
、
心
安
ま
る
暇
も
な
い
く
ら
い

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
政
府
の
「
三
密
回

避
」
の
か
け
声
で
も
今
以
て
終
息
す
る

気
配
も
み
え
ま
せ
ん
。
日
々
の
生
活
に

お
い
て
は
自
粛
々
々
に
よ
り
外
出
も
ま

ま
な
ら
ず
、
旅
行
は
も
と
よ
り
友
達
に

も
会
え
な
い
鬱
々
と
し
た
思
い
を
胸
に

か
こ
ち
、
心
な
い
「
精
神
Ｄ
Ｖ
」
の
語

す
ら
世
に
出
る
よ
う
に
、
人
と
人
の
絆

も
ゆ
る
み
、
不
安
を
抱
え
て
の
日
々
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
人
々
の
生
活
を
奪

い
、
精
神
を
も
蝕む

し
ば
も
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

が
無
事
に
開
催
さ
れ
、
世
界
の
人
々
が

心
を
つ
な
ぐ
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
止
み
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
桜
の
開
花
に
託
し
た
「
明
日
の
到

来
」
が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
。
山
田
孝よ

し

雄お

さ
ん
（
富
山
市
出
身
の
国
文
学
者
）
は
、

「
桜
花
は
集
合
し
た
美
に
あ
り
、
全
体

を
愛
で
る
も
の
」
と
説
い
て
い
ま
す
。

一
輪
、
一
房
の
花
（
個
人
個
人
）
は
も

と
よ
り
、
桜
花
の
「
集
合
的
（
社
会
全

体
）
な
美
」
を
皆
で
一
緒
に
愛め

で
る
も

の
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
我
々
人
の
世
も
同
じ
で
す
。

　
富
山
市
の
松
川
べ
り
の
見
事
な
桜
花

の
競
演
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
、
ま
た
遊
覧
船

に
乗
り
な
が
ら
、
互
い
に
こ
こ
ろ
を
分

か
ち
合
い
、
み
な
で
愛
で
楽
し
む
こ
こ

ろ
の
ゆ
と
り
を
早
く
取
り
戻
し
た
い
も

の
で
す
。

　
今
回
第
四
十
三
号
は
、
昨
年
に
実
施

し
た
「
同
窓
会
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
報
告
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
是

非
一
読
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

富
山
大
学
人
文
学
部
同
窓
会　

会
長　
米
原　
寛

講
演

「
韓
国
で
の
映
画
の
よ
う
な

２０
年
間
の
ス
ト
ー
リ
ー
」

「
望
春
の
こ
こ
ろ
」に
託
す


